








































   したがって、社会問題は、なんらかの想定された状態について苦情を述べ、クレイ
ムを申し立てる個人やグループの活動であると定義される。ある状態を根絶し、改善
し、あるいはそれ以外のかたちで改変する必要があると主張する活動の組織化が、社























































































































                                                   
2 倫理学者の野崎泰伸によれば、言説分析を中心とした構築主義は、すでに了解された言語
の相互行為のみを問題化することで、いまだ了解されない非⁻言語の存在を見落とし、時に







































                                                   
3 価値はクレイム申し立てに道徳的基盤を与え正当化するために用いられる。それは社会問





































































































































































                                                   
6 ハラウェイは、世界システムとローカルな知といった二項対立の図式を問題視する。安定
した二極として世界を捉えるのではなく、様々な緊張関係や、その下で生じる結節点を含
















































r o o t
」について考察することが必要となる。ブラック・アトランティックとは
経路
r o u t e
と起源















































































































                                                                                                                                                     
2005=2008,108p）。 
10 陣野俊史, 2011,『世界史の中のフクシマ――長崎から世界へ』河出書房新社,123p. 

















開始させるのだ。（Felman 1992=1995, 143p） 
 
























                                                   
12 陣野俊史は以下のように狐火を評する。「『リアルなラッパー』だから、すなわち言葉で
細部を掬い上げることのできるラッパーだから、親しい人の死を『リアル』に描かなけれ
ばならないという逆説を狐火は生きている」（陣野 2011, 140p） 
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ン・コンドリーにいわせれば、マチズモとキューティズモ14を介して「男性の MC と DJ が























                                                   
13 マイアミ出身のヒップホップ・グループである２ライブ・クルーは、女性を意のままに
操る性的力を誇示したパフォーマンスを行い刑事告発された（野田・三田編著 2011, 84p）。 
14 マチズモに対応した、コンドリーによる造語。女性アーティストは、かよわさやきずつ
きやすさや受動性といった特定の女性イメージに同一化することを期待されていることを





























問題を言説化する、逆説的な公共空間として構築されてゆく」（新田 2001, 275p）のである。 
したがって、女性ラッパーたちの声を男性性へのクレイム申し立てとして還元主義的に






                                                   




























































このことを考察するうえで興味深い事例が 2010 年に生じた HAIIRO DE ROSSI と show-k
の BEEF である。当時話題となっていた尖閣諸島沖の領土問題を受けて、HAIIRO DE ROSSI
は『We’re the same Asian』を発表した。これを批判する楽曲を show-k が発表し応酬となっ
た BEEF は新聞紙などにも取り上げられ話題となり、HAIIRO DE ROSSI は「ヒップホップ・
アゲインスト・レイシズム」と呼ばれるにいたった。 
しかしのちに、HAIIRO DE ROSSI はこの際「左」としてラベリングされたことには苦痛
を覚えたと語っている18。「左」と隠喩的にいわれる対抗性が HAIIRO DE ROSSI のリアリテ
ィに沿わないのだとしたら、対抗性をもった「強い」主体をモデルとしたクレイム申し立














18 ©bmr.jp, 2011,「ヒップホップ・アゲインスト・レイシズム」 
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